
美濃加茂市職域対抗野球 大会規則・運営規程 

 

① 本大会は、本年度の野球規則並びに競技者必携の定められている規定によって開催するが、次の事項

については大会特別規則として適用する。 

② 試合は７回ゲームで時間は２時間とし、同点の場合は即タイブレーク方式を実施する。 

③ 【タイブレーク方式】 

継続打順で、前回の最終打者を１塁走者として、以下２塁走者は順次前の打者とする。すなわち無死

一二塁の状態にして行い、得点の多いチームを勝ちとする。勝敗が決しない場合は、更に継続打順で

これを繰り返す。 

④ 【コールドゲーム・再試合】 

・ ４回終了後、１０点差以上、５回終了後、７点差以上の得点差が生じた場合は、コールドゲームとする。 

・ 日没・降雨等のため５回終了以後試合続行不能となった場合は（同点の場合は抽選で勝敗を決する）、

コールドゲームとする。ただし、５回終了以前続行不能の場合は再試合とする。 

⑤ 【ユニホーム】 

選手・監督はユニホームを着用すること。 

なお、全員同色・同形でなくてもよい。ただし、背番号は重複しないこと。 

⑥ 【キャッチャー】 

必ず、公認マスク・レガース・プロテクター・ヘルメット・ファウルカップを着用すること。 

⑦ 【ヘルメット】 

打者・次打者・走者・ランナーコーチは、必ずヘルメットを着用すること。 

⑧ 【その他用具】 

・ 金属バットは公認されたものを使用すること。 

・ 金属製スパイクを使用してもよい。 

⑨ 【ベンチ】 

・ ベンチは、抽選番号若番チームが１塁側を使用する。 

・ ベンチに入れるのは、監督・選手及び、チーム代表者１名、マネージャー１名、スコアラー１名とする。 

なお、監督・選手以外でもベンチ内は運動のできる服装で入る。 

⑩ 本大会の使用球は、公認のマルエス M 号ボールとする。なお、大会使用球は主催者で準備する。 

⑪ 試合開始予定時刻の１時間前までに会場に到着し、大会本部に選手名簿を提出し、打順表を受け取る。 

⑫ 打順表は、第１試合は開始予定時刻の３０分前に、第２試合以降は前の試合の４回終了時に提出する。 

⑬ 塁審を行う必要はありません。学童野球指導員に塁審を行ってもらいます。 

⑭ グラウンド整備（トンボ掛け）は勝チームがおこなうこと。 

⑮ 大会中に発生した事故は参加者の責任において処理すること。 


